
■コンテスト ofコンテスト■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 461号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週の報告とご挨拶 

2/7 に、HFA のシンポジウム＠春日台センターセンターでお目にかかった TB さん、CK さん今後ともよろしく

お願いいたします。 

「センターセンター」は、「コンテスト ofコンテスト」を着想するきっかけになりました。 

2/10 夜は 4 年ぶりの建築学科同窓会、定年を迎え普通のおじさんに仲間入りした皆さんにも、このメルマガお

届けします。 

2/11 昼は親せきの食事会で中華街に行ったら、春節ですごい賑わいで、今年失われた正月気分を味わうことが

できました。 

残りはほぼ笑恵館に居りますので、気軽に声をおかけください。 

・ 

今週は、あまりお誘いできるイベントの予定は有りません。 

まつむら塾の、火曜午前の笑恵館クラスと水曜夜の zoomクラスは予定通り開催します。 

まずは無料ガイダンスを受けていただき面白いと思ったら参加してください。 

それと、希望者が集まれば「ど素人向け・複式簿記入門講座」も開催しますので、気軽にご相談ください。 

それでは今週も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2．まつむら塾より 

 



現在開催中の講座は下記の通り（1か月分）。 

名称 日時・内容 場所 受講料 

土曜ガイダンス講座 毎週土曜日 10-17時 笑恵館 無料 

随時ガイダンス講座 随時開催、受付中 応相談 無料 

実現学（火朝教室） 02/13 (火)10-12時・B11.疑問とは何か 

02/20 (火)17-19時・B12.理系と文系 

02/27 (火)10-12時・B13.自分とみんな 

03/12 (火)10-12時・B14.見かけと中身 

03/19 (火)15-17時・B15.過去と未来 

笑恵館 3,300円/回 

実現学（水夜教室） 02/14 (水)22-24時・B25.感動の作り方 

02/21 (水)22-24時・B31.地域と市場 

02/28 (水)22-24時・B32.地域と資源 

03/06 (水)22-24時・B33.地域と格差 

zoom 3,300円/回 

その他、希望者さえいれば、全講座新規開講いたしますので、気軽にお問い合わせください。 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. ブログより：コンテスト ofコンテスト 

 

僕の活動拠点「笑恵館（しょうけいかん）」の 10 周年を記念して開催するイベントについて、この場を借りて

検討したい。 

まず、イベント開催の目的は、次の 3つ。 

１．笑恵館の「らしさ（特徴）」を楽しみたい 

２．笑恵館の「存在感（認知度）」を高めたい 

３．笑恵館の「仲間（家族）」を増やしたい 

まず、これまで培ってきた「笑恵館らしさ」を楽しむことこそ、10周年の祝い方にふさわしいと思う。 

そして、このお祝いをイベント化することで、これからの笑恵館が更なる仲間を迎え入れ、より広く知らしめ

たいと考えた。 

そこで今日は、このイベントの中身、見せ方、参加方法について検討する。 

・ 

そもそも、笑恵館とは何なのかを、簡単に振り返ろう。 

一言で言えば、一人暮らしをせず、近所の他人が家族になって運営する「会員制のみんなの家」。 

そして将来、仲間たちと共同所有することで、いつまでも続けられる事業を目指している。 

2012 年の 5 月に笑恵館オーナーの T さんから相談を受けた僕は、すぐに月額１万円で雇われて、９月には運営

と将来の所有を担う法人（日本土地資源協会）を設立し、月に一度の交流会・多世代型シェアハウス研究会を

開始した。 

翌年からは笑恵館ミーティングに改称し、７月には笑恵館クラブを立ち上げて改修工事に着手して、2014 年 3

月からお試し利用を開始した。 

そして 2024 年 4 月、笑恵館はゆるゆるとオープンしてから、満 10 年を迎えようとしているが、笑恵館クラブ

の会員（家族）は 750人を超えている。 

・ 



この 10年、笑恵館では様々なチャレンジが繰り返されてきた。 

特に重要なチャレンジは、内閣府への公益申請取り下げに伴う、一般社団法人スキームの確立だ。 

開業当初は、施設開放を中心とした事業なので公益法人を目指したが、「会員制」が不特定多数の原則に反する

ということで否認された。 

排他的な日本人クラブを運営する日本政府から、会員制を否定されるなど全くの心外で、頭に来て即刻申請を

取り下げた。 

だがこのことは、欺瞞に満ちた公益性や公共性からの決別の機会になり、本当に良かったと思う。 

日本土地資源協会の「日本」は、世界の中で日本でだけ成り立つスキームという意味で、決して国を代表する

訳では無い。 

むしろ、「民間の民」こそが「民主の民」だと思いを新たにし、公的支援を一切求めない自力経営を覚悟した。 

・ 

その結果、笑恵館は自主自立の「自由」を得た。 

サンデル教授の正義の三要素「幸福・美徳・自由」の内、笑恵館がこだわるのは「自由」だと思う。 

日本国憲法には以下のような自由権が謳われている。 

精神的自由：思想・良心の自由、信教の自由、学問の自由、集会の自由、結社の自由、表現の自由。 

経済的自由：居住移転の自由、職業選択の自由、外国移住・国籍離脱の自由、財産権。 

人身の自由：奴隷的拘束・苦役からの自由、令状なき不当な勾留など、正当な法的手続を踏まない不当な拘束

からの自由。 

これに対し、笑恵館のサービスも「自由」に基づいている。 

自由→フリー→無料開放、セルフサービス。 

自由→放任→放ったらかし文庫、まちかどベンチ。 

自由→責任→レンタルシェルフ。 

自由→義務→公益レポート。 

自由→占有→予約利用、賃貸利用。 

・ 

話を本題に戻そう。 

先日のブログに書いたとおり、当初は「終わらないイベント＠笑恵館」ということで、敷居の低いビジーネス

コンテストの開催を考えた。 

https://nanoni.co.jp/20240107-2/ 

だが、さらに自由で誰もが参加できるコンテストは何かと考えた時、「コンテストのコンテスト」をひらめいた。 

まず、笑恵館を使ってやってみたいコンテストを広く募り、今年のコンテストをみんなで選ぶ。 

コンテストの内容は、自分に都合の良いルールでも、自分が優勝できそうなルールでも何でも構わない。 

3月中に募集して、4月の 10周年記念パーティで人気投票で実施コンテストを選び、5月から来年 2月までの成

果を募集して、来年の 4月に審査する。 

実施コンテストを選ぶコンテスト of コンテストと、そこで選ばれたコンテストを 1 年かけて実施すれば、毎年

一つずつ新たな魅力が生まれるはず。 

・ 

よっしゃ、10周年を記念して、こんなプロジェクトを始めよう。 

10周年記念だから、とりあえず 20周年までの 10年間やり続けることにしよう。 

そうすれば、笑恵館で楽しく競い合うイベントが毎年提案されるようになり、少なくとも 10 個以上のコンテス

トが笑恵館で生まれるはず。 

毎年新たなコンテストが提案されることは、他の施設の刺激になるだけでなく、笑恵館にも新たなアイデアを



もたらすだろう。 

そして、実施されるコンテストが笑恵館の目指す価値観を広く伝え、共感する新たな家族を生むかもしれない。 

「参加する喜び」こそが、このイベントが伝えるべきことだと、僕は今気が付いた。 

 

 

https://nanoni.co.jp/20240210-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はまつむら塾受付中） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）02/13笑恵館作業日 

講義〇：10-12時 まつむら塾実現学_火朝 B11（笑恵館） 

（水）02/14笑恵館作業日 

 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（zoom） 

講義〇：22-24時 まつむら塾実現学 B25（zoom） 

（木）02/15笑恵館作業日 

 交流◎：13-15時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

 相談×：16-19時 エスナ市ヶ谷（市ヶ谷） 

（金）02/16笑恵館作業日 

（土）02/17笑恵館作業日 

   交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

 交流〇：18-20時 住人食事会_3土（笑恵館） 

（日）02/18休業日 

（月）02/19笑恵館作業日 

   会議〇：10-12時 HFA定例会議（恵比寿） 

■今後の予定 

02/22 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

02/22 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

02/22 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

02/25 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

02/24 交流◎：10-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

02/27 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（zoom） 

03/10 会議〇：20-21時 100SMILES_2日（zoom） 

03/10 会議〇：21-22時 八島花文化財団事務局M_2日（zoom） 

03/12 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（zoom） 

03/14 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

03/16 交流〇：18-20時 住人食事会_3土（笑恵館） 

03/21 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

03/21 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 



 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


